




大学全景（鴨川下流から撮影：2022年7月）



京都府立医科大学が粟田口青蓮院に仮療病院として設置された明治5（1872）年か
ら令和4（2022）年で、150年が経過しました。奇しくも昨年の9月5日に文部科学省の
「学制150年記念式典」に出席する機会を得ました。「150年記念」が示すように本学の
起源は、大学をはじめ日本の教育大系を定め指導する法令の成立と時を同じくするこ
とになります。この重なりは、本学の先人のご苦労或いは設置者である京都府の決意
などが、医学教育や医師国家試験などにおいて、我が国の先達（パイオニア）である本
学の使命であったと確信されます。

令和3（2021）年に大学昇格100年を迎えたことは、正しくは創設から半世紀に亘っ
て、京都府医学校、京都府立医学校（共に甲種医学専門学校）と校名を変えながら本学
は、道なき道の開拓に携わってきたのです。同時期に設置された幾つかの西洋医学導
入の試みの中で、唯一、大正10（1921）年に大学令による公立大学単科医科大学として
認可を受け、今日に至っています。今年は大学昇格102年に当たります。

或いはこの記念誌がお手許に届くのは、正しくは151年目に当たります。私たちは
節目を通過しています。重要なことは、「継承し創造する未来」と表現されている新し
い京都府立医科大学の visionを示すことだと思います。令和4（2022）年10月1日に
改訂された大学設置基準では、教育の質保証に大学自らが取り組み『学修者主体の教
育』の為の教育環境整備が求められています。また、高大接続の中で大学が積極的に多
様な入試を企画し、多様な学生による触発を大学の推進力にするべしとの考えが示さ
れています。既に私学は言うに及ばず旧帝大の医学部医学科でも多様な入試の採用は
試行を過ぎ定着してきていると考えられます。初等・中等教育の新課程修了者が受験
をするのが令和７（2025）年度からです。本学で学びたい、本学で学んで欲しい人達が
入学していますか。

本学の将来像を明確にする時期が今ここに来ています。温故知新の精神を基本に次
代の医学・医療人材の育成と、それを通して課題解決に沿った研究展開を続けて参り
ます。

京都府立医科大学
創立150周年記念に
当たって

京都府立医科大学
学長

竹 中  洋
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京都府立医科大学が、創立150周年という記念すべき節目の年を迎えられましたこ
とを心からお祝い申し上げます。竹中学長をはじめ歴代学長、関係の皆様の御尽力に
対し、厚くお礼申し上げますとともに、深く敬意を表します。

京都府立医科大学は、明治5（1872）年に仮療病院として始まり、明治36（1903）年に
京都府立医学専門学校を設立され、大正10（1921）年の大学昇格を経て、令和4（2022）
年で創立150周年を迎えられました。その長い歴史の中で、医学・医療を取り巻く状
況の変化に対応しながら、「世界トップレベルの医学を地域へ」という理念のもと、質
の高い教育研究や優秀な医療人の育成に大いに貢献されておられます。
大学附属の病院についても、地域の医療を支える拠点として、地域医療の充実に多
大な役割を果たしてこられたのをはじめ、高度ながん治療及び研究のための「永守記
念最先端がん治療研究センター」の運用を開始されるなど、高度で先進的な医療や最
先端の研究を推進されているところです。

また、新型コロナウイルス感染症への対策においては、府内唯一の第一種感染症指
定医療機関として、重症患者への医療提供体制を構築いただくとともに、府内医療機
関に医師・看護師を輩出いただくなど、重要な役割を果たしていただいておりますこ
とに、心から感謝申し上げます。

京都府といたしましても、新型コロナウイルス感染症対策を含め、府民が安心でき
る健康・医療の充実に向けて、引き続き全力で取り組むとともに、京都府立医科大学
が、ますます高度化・多様化する医療ニーズに応える大学として発展し、今後とも、高
度な医療や看護を支える人材の輩出に努めていただくとともに、地域医療の中核とし
て一層力を発揮できるよう支援してまいります。

結びに当たり、京都府立医科大学が、創立150周年を契機に、今後もますます発展さ
れますことを心から祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

京都府立医科大学
創立150周年によせて

京都府知事

西 脇  隆 俊
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凡例

1.　本書の記述は、原則として2022（令和4）年12月までとした。

2.　 用字用語は常用漢字、現代かなづかいを用いたが、慣用句、専門用語などは、 

これによらないものもある。

3.　引用文は原則として原文通りとした。

4.　人名、会社名、地名などは原則として新字体とした。

5.　人名、施設名、組織名は原則として敬称を略した。
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